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Iは じ め に

気 象庁 によ る気象 観測 の 開始 は1870年 代 で あ る.

それ以前 の 日本 に お ける数値観 測記 録 は わずか に存

在 し,示 唆 され るこ とはあ った.し か しなが ら,気

象 デー タ と して整 備 ・公開 され る ことが な か った.

そ の ため,過 去200～300年 間 の気 候復 元 に は主 と

,して各 種文 書記 録 ・樹木 の年 輪 な どか ら推 定 す る方

法 が とられて きた.ま た 日本 各地 に残 存 して い る文

書記 録 に関 して は,そ こに記 載 され た 日々の天候 記

録 が デー タベ ース化 されて い る(吉 村1993).文 書

記録 には気象 ・気 候 災害,異 常 気象,生 活 ・生物 季

節,河 川 ・湖 沼 の水位 や結 氷,山 の冠 雪,作 物 の収

穫 量 や価格 な どの多様 な内容が 含 まれて お り,定 性

的 また は間接 的 なが ら,当 時 の気 候復 元 に役立 って

い る(た とえ ば,・荒川1955;前 島 ・田上1983; Mi

kami 1988;三 上 ・石 黒1998).

一 方
,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 で は早 くか ら長 期 気 象 デ ー

タ の 重 要 性 が 指 摘 さ れ,そ れ ら の発 掘 ・デ ー タ ベ ー

ス 化 が 盛 ん に 行 わ れ て き た(た と え ば, Manley

 1974; Jones et al. 1986; Ball and Kingsley 1984;

 Konnen et al. 1998).

日本 で は, 1872年 に函 館 で,気 象 官 署 に よ る初

めて の気 象観 測 が始 ま った(図1).ま た東 京 で は,

東 京気 象 台 に よ って1875年 に,そ の後 日本各 地 で

公 式1)の 気 象 観 測 が 開 始 さ れ て い る.し か し,

 1990年 代 後半 にな って, 1845年 か ら1883年 に出島

(長崎)-で オ ラ ンダ商 館 員 や オ ラ ン ダ人 医 師 らに よ

図1　 19世 紀 の日本 における気象観測記録

Fig. 1 Availability of meteorological data in 

Japan in the 19th century

って行 わ れ た気 象観 測記 録 の原簿 や統 計集 が,オ ラ

ンダ王 立気 象 研究 所(KNMI)に 所 蔵 され て い る こ

とが 明 らか とな った.さ らに, 1819年 か ら1828年

に シーボ ル トらに よ って行 わ れ た観 測 の記録 が ドイ

ツ,ポ ッフムの ル ール大学 に収 蔵 され て いる こ とが

明 らか とな った.従 来 か ら,一 部 の歴史 学者 の間 で

はその存 在 が知 られ てお り,日 本 にお いて は最 も古

い ヨー ロ ッパ 式 の体 系立 った気象 観測 記録 で あ る こ

とが指 摘 され て いた(塚 原1996).し か しなが ら,

これ まで それ らの観 測記 録 を科学 的 に解析 した研 究

事 例 はな い.こ れ らの観 測記 録 に は欠 測期 間が あ る
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ものの,デ ー タの均質 化 や補 正 を行 うこ とによ って,

 1878年 に長 崎測 候 所 によ って 始 め られ た公 式 の観

測 記録 に連結 す る観測値 と して,扱 うこ とが可 能 と

な る.

これ まで,日 本 に お ける古 い観 測数 値 デー タに関

す る議論 は,わ ずか に海 水温 につ いて行 わ れ たのみ

で(Komura and Uwai 1992; Manabe 1999),非

公 式,か つ均質 性 に問題 のあ る地 上気 象観 測 デー タ

の整備 や 内容,処 理 方法 など に関 して全 く議論 され

て こなか った.

ここでは,筆 者らの共同研究グループが研究を進

める過程で所在が明らかとなった,気 象庁による公

式気象観測以前の観測記録について報告する.こ の

ような従来よりも時代をさかのぼった気象データの

発見 ・実用化によって,よ り長期的な気候変動の把

握が可能となるであろう.

特 に,長 崎 で は1676～1868年 の長 期 にわ た って

ほ ぼ連 続 的 に毎 日の 天気 が記 載 され た 「諌早 家 日

記」 が残 存 し,そ れ らの大 半 が デー タベ ース化 され,

冬季 の降雪率 と気温 との相 関 関係 に基づ い て長 期 的

な気 温 変 動 の復 元 が 試 み られ て い る(Mikami et

al. 2000).本 稿 で取 り上 げ た 出 島(長 崎)の 気 象

観 測 記 録 は, 1800年 代 の 「諌 早 家 日記」記 載 の天

気記 録 と重複 してお り,観 測記 録 との照合 によ る復

元 デ ー タの検 証 が可能 にな る とい う点 か らも利 用価

値が 高 い.

本 稿で は,こ の よ うな貴 重 な気 象 資料 の所在 を 日

本 の関連 す る研究 者 に紹 介 し,併 せ て気象 観測 値 と

して扱 うた めの基 礎 的な デー タ内容 の説 明 とその歴

史 的背 景 を中 心 に記 述 す る.ま た,本 プ ロジェ ク ト

の さ らに詳 細 な解 析 ・考 察 の結 果 は,別 稿(Kon

nen et a1. in press)に て報告 す る.

II 19世 紀の観測記録の所在とその内容

本稿では,今 回報告する記録に関して,便 宜上五

つに分けて説明する.

1. 1819～1828ブ ロ ン ホ ッ プ/シ ー ボ ル トに よ る

出 島 デ ー タ(Blomhoff/von Siebold series at

 Dejima)

この記録 は,当 時出 島 にあ ったオ ラ ンダ商館 の商

館 長 で あ る コ ッ ク ・ブ ロ ンホ ッ フJ. Cock Blom

hoffと,オ ラ ンダ人 医 師で あ る フ ィ リップ ・フ ラ ン

ツ ・フォ ン ・シー ボル トP. F. von Sieboldに よ って

観 測 され た もので あ る(図2).ブ ロ ンホ ップ は1817

年 か ら1823年 まで 出 島 に商 館長 と して在 任 して お

り,そ の外 交 手 腕 に は定 評 が あ っ た.ま た 自然 科

学 ・民 俗学 な どにつ い ての見 識 も豊 か で,研 究者 の

支 援 を多 く行 い,気 象観 測 を は じめ とす る 日本 の科

学 的調 査 ・研究 に貢 献 した ことが,近 年 の研 究 で も

示 唆 されて い る(Legene 1998;ル ジ ェー ネ2000).

シー ボル トの出島 で の科 学 的活動 につ いて は,一

般 に近 代医学 の 日本 へ の普 及 と して知 られ て いるが,

ヨー ロ ッパ の側 か らは,日 本 の 自然 科学 的 ・民俗 学

的 な調査 ・研 究 で知 られ て い る.シ ーボル トの研究

パ ラ ダ イ ムは,「 フ ン ボル ト的科 学」2)で あ る こ と

が指 摘 され てお り,ま た気 象観 測 にお け る観 測機器

の使 用 に よ る 「自然 の記述 の数 量化 」 とい う科 学史

的 な ター ニ ングポ イ ン トがあ った ことな ど,さ まざ

まな検討 が進 ん で いる(塚 原1996).そ の意 味で も,

本資 料 の歴史 的価 値 は高 く,ア ジア各 地,さ らに前

後 の時代 の資 料 な ど と比較 検討 し,こ れ らを総 合 的

に研 究 す る意 義 は気象 学的 ・歴 史学 的,共 に大 きい

もの と考 え られ る(塚 原1999, 2001).

デ ー タ に は,観 測 の 空 白期 間(1823年11月 ～

1824年12月)が あ り,そ れ は,ブ ロ ンホ ッフ と シ

ー ボル トに よ る観測 を区切 る もので あ る
.便 宜 的 に,

空 白期間 の前,す なわ ち ブロ ンホ ッフによ る観 測記

録 を ブ ロ ンホ ッフデ ー タ(1819～1823年),後 の シ

ー ボ ル トに よ る記 録 を シー ボ ル トデ ー タ(1825～

1828年)と 呼 ぶ.ブ ロ ンホ ッフ デ ー タは気 温 の み

で,観 測 は1819年6月 まで屋 内,そ の後 屋外 に移

り, 1821年1月 か らは屋 内 ・外 で 行 わ れ て い る.
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図2　 シー ボ ル トデ ー タ

Fig. 2 Siebold data

また,シ ー ボル トデ ー タに は, 1825年11月 ～1826

年11月 の 空 白期 間が あ り, 1825年 まで が気温 のみ,

 1826年 以 降 は気 温 に加 え て気 圧 ・湿 度 も測 定 され

て い る.ブ ロ ンホ ツフ/シ ーボル トデ ー タの原簿 は

手 書 きの もので,現 在 ドイ ツの ボ ッフム にあ るルー

ル大 学 附属 図書 館 に シー ボル トコ レク シ ョン(von

 Siebold undated)と して保 存 されて お り,シ ーボ

ル トカ タ ロ グ(Schmidt 1989)に よ って,文 書 番

号 が付 されて い る.ま た,そ れ らの コ ピー の一 部 が

東 洋文 庫(東 京)と 長 崎市立 図書 館 に も所 蔵 され て

い る.ブ ロ ンホ ッフデ ー タに は,筆 跡 の異 な る重 複

した記 録 があ る.そ れ は栗原(1997)や,著 者 の一

人 で あ る塚 原 の見解 に よ ると,一 方 は ブロ ンホ ップ

に よ って書 かれ たオ リ'ジナル の記録,も う一方 は シ

ーボ ル トが書 き写 した もの と考 え られ て い る
.ま た,

シ ー ボ ル トデ ー タ に は, 1825年 の 一 年 間,江 戸

(Yedo)と 長 崎 で 同 時 に観 測 を 行 った 記 録 が あ る

(von Siebo1d文 書 番 号20123-20145,図1).さ ら

に,シ ー ボル トは1826年3～7月 の江戸参 府 の際 に

も,長 崎 か ら江戸 まで の移動 気象 観 測 を行 って い る
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(von Siebold文 書 番 号20149-20162).こ の間,シ

ーボ ル トが 出 島で使用 して いた測器 を持 って江戸 参

府 を行 った と考 え られ,出 島 の オ ラ ンダ商館 で の観

測 は行 われ ず,記 録 は残 され て いな い.

気 温 は華氏 で記 録 され,当 時 オ ランダ商 館 の商館

長 に よ って記 された業務 日記,す なわ ちオ ラ ンダ商

館 長 日記(Cock Blomhoff 1820;日 蘭 学 会1997)

で,商 館 長 ブ ロ ンホ ップは,「 昨夜 中 も本 日 も同 じ

く,ひ ど く雪 が降 り,雨 が 降 り,雹 が降 り,そ して

結 氷 を 見 た.そ の ため 昨夕 と今朝 は寒 暖計 が32度

を 示 し た.」 と記 載 して い る.ま た, 1820年1月

12・20日(Cock Blomhoff 1820)と1823年1月

20～23日(Cock Blomhoff 1823)に も同様 の記 載

が認 め られ た.こ れ に よ り,ブ ロ ンホ ッフデ ータの

気温 に関 して は,温 度 計 がお お よそ正常 に機能 して

いた と推 測 で き る.シ-ボ ル トによ る気温 観測 で は,

シー ボル トが ブ ロ ンホ ッフの使用 して いた温度 計 を

そ のま ま利用 したか,ま たは新 しい ものに置 き換 え

たか は明 らかで ない.

気圧 の観 測 は シー ボル トデ ー タのみで,オ ランダ

商 館 長 日記(Cock Blomhoff 1820, 1823)で は,

ブロ ンホ ッフも しば しば気圧 を記 録 して い るが,一

連 の ブ ロ ンホ ッフデ ータの記録 に は気圧 観測 の記 録

は含 まれ て いな い.シ ー ボル トによ る気 圧 の記録 は,

 1826年11月1日 か ら1828年9月29日 にわ た り,

 1827年9月23日 を境 に,そ れ ぞ れ異な った単 位 系

で 記 録 さ れ て い る.前 半 は,ラ イ ン(12分 の1イ

ンチ)で フ レ ンチ イ ンチ(1 inch=2.707cm),後

半 は10進 法(10分 の1イ ンチ)で イ ング リッシ ュ

イ ン チ(1 inch=2.540cm)で あ る. Middleton

(1964)に よ る と, 19世 紀初 め の ヨー ロ ッパ で使 用

され て いた気 圧計 測 の単 位 は,イ ング リッシュイ ン

チ また は フ レンチイ ンチが 主 流 で あ った.記 録後 半

の イ ング リッシュイ ンチ によ る記 録 は,そ の 旨を記

した シーボル トの説 明 があ った が,前 半 の ライ ン単

位 の フ レンチ イ ンチ に関 して は何 の記 載 もな く,筆

者 らの検証 によ って明 らか とな った.ま た,ブ ロ ン

ホ ッフ と シー ボル トは,お のお のの気圧 計 を使用 し

てい た と考 え られ る.な ぜ な ら,ブ ロ ンホ ッフはオ

ラ ンダ商 館 長 日記(Cock Blomhoff 1820, 1823),

の 中で,イ ング リッ シュイ ンチで気圧 の記述 を して

い る.一 方,シ ー ボル トは1826年 に彼 が独 自・に入

手 した測 器で フ レンチイ ンチ によ る気 圧観 測 を開始

し, 1827年9月23日 か らは シー ボル ト手製 の二 つ

の 気圧 計(う ち・一 つ は す ぐに故 障 に よ り,使 用 停

止)を 用 い たイ ング リッシ ュイ ンチ に よる観測 を行

って お り,デ ー タの記録 形式 や使 用 した単 位,シ ー

ボ ル ト自身 が作成 した測 器 の使 用事 実 か ら,上 述 の

よ うに推測 で き る.ま た温度 補正 に関 して は,シ ー

ボル トに よ る詳細 な観 測概 要 に明記 されて い ない.

そ こで,オ リジナル デ ー タ,オ リジナル デー タを温

度補 正 したデ ー タ,そ して気象 庁 の時別 気圧 デー タ

(1991～1996年)を 用 いて気 圧 の 日変 化 を比較 した.

その結果,オ リジナ ルデ ー タの気 圧 日変化 に は時別

気圧 デー タのそれ に対 して,一 貫 した差 が認 め られ,

温度 補正 後 のデ ー タは,時 別 気圧 デー タの 日変 化 と

ほぼ同様 に な った.こ れ によ り,気 圧 の オ リジナル

デ ー タには温度 補正 を行 って いな い もの と推察 で き

る.

気圧 計 が変更 された1827年9月23日 を境 に,気

圧 の値 に約7hPaの 降下 が認 め られ る.こ の傾 向

は,シ ー ボ ル トに よ る観 測 の終 わ り(1828年9月

29日)ま で 続 く.そ の原 因 と して, 2hPa程 度 の

降下 であ れば,温 度補 正 の適用 が 開始 され た影響 の

可 能 性 も考 え られ るが,さ らに5hPa分 の 降 下 の

原 因 はい まだ不明 で あ る.

シ ー ボ ル トは ま た 湿 度 の 観 測 も行 っ て い る.湿 度

計 は シ ー ボ ル ト手 製 の も の で, "manufactured

 from a hair of a Japanese beauty which was

 scalded in soda and then in pure water" (von

 Siebold文 書 番 号20211, 04930)と い う記 述 が あ る.

観 測 は モ ル ゲ ンMorgen・ ミ ッ タ ー クMittag・
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ア ー ベ ン トAbend,す な わ ち朝 ・昼 ・夜 の1日 に

3回 行 わ れ,観 測 状 況 の記載 には っき りと した観 測

時 間 の記述 はなか った.し か しなが ら,記 録 の一 部

に,日 々 の観 測 記録 とは別 に,気 温 と気 圧 の2日 間

にわ た る毎 時 の観測 記 録(1828年2月19・20日 と

8月25・26日)が あ る(von Siebold文 書 番 号

04957, 20224-20225).そ の観 測 記 録 と 日 々 の観 測

記 録 とを照 合 した結果,実 際 の観 測 時間 は長 崎地方

時(Loca1 Time以 下L. T.と 略 す)の6:00・12:

00・22:00で あ るこ とが判 明 した.ま た,当 時世 界

各 地 に居留 して いたオ ラ ンダ人 は,経 度 か ら算 出 し

た地 方 時 を 使 用 して お り,長 崎 の地 方 時(L. T.)

は現 在 の 日本 標準 時(JST)+0:20で あ る.

1826年11月 ～1827年9月 の期 間 に は}1日6回

の観 測結 果 が記録 されて お り,明 確 な観 測時刻 は記

述 され て い な い.そ こで,ア メ ダス(AMeDAS)

の気温 時別 デー タを用 い て現 在 の長 崎の気 温 ・気圧

の 日変 化 と,シ ーボル トデー タの気 温 ・気 圧 の各6

回 観 測 時刻 の 値 とを比 較 した.そ の結果,6:00・9:

00・12:00・15:00・18:00・22:00 L. T.で ある と判

定 した.

2. 1845～1858出 島 デ ー タ(Dejima data)

ブ ロ ンホ ッフ/シ ー ボル トデー タの観 測 は,個 人

的 な探 究心 ・研 究 心 か ら行 われ た よ うで あ るが,出

島 デー タ(図3)は 当時 の オ ラ ンダ政 府 の要 請 に よ

る気 象 観 測で あ る.最 初 の観 測 者 はモ ー ニ ッケ0.

 G. J. Mohnicke (1845～1851年)と モ ー ニ ッケ の

助 手 で あ るバ ツス ルJ. A. G. A. L. Bassle (1845～

1848年),そ し て ル ー カ スF. C. Lucas(1848～

1852年)で あ る.モ ー ニ ッケ は 日本 で 種 痘 を初 め

て成 功 させ た医 師 と して知 られて お り,ま た 日本 に

初 の聴 診器 を もた らして い る.彼 は,オ ラ ンダ領東

イ ン ド(現 在 の イ ン ドネ シア)で の気 象観 測 に も参

加 して いる.気 象学 史 的 にみ る と,こ の 当時 のオ ラ

ンダ本 国 で は,ア ジアの植民 地地 域 お よび極東 にお

け る世 界 的 な 気 象 観 測 ネ ッ トワ ー ク の 形 成 と

KNMIの 設 立 と い う,歴 史 的 背 景 が 認 め られ る

(van Lunteren 1998). 1852年10月 に ル ー カ スが

死 亡 した後,バ ッスルが さ らに1年 間観 測 を引 き継

いだ.続 いて}医 師で あ る ブ ロ ックJ. K. van den

 Broek (1854～1857年)が 観 測 を行 った(Dejima

 Documents 1853).最 後 の観 測 者 は,医 師 の ボ ン

ペ ・フ ァ ン ・メール デル フ ォール トJ . L. C. Pompe

 van Meerdervoort (1857～1862年)で あ る.ポ ン

ペ は,日 本 の海 軍伝 習 に参加 したオ ランダ海軍 の軍

医 と して有 名 であ り,そ の授 業 の内容 は松 本良 順 ・

司 馬凌 海 らによ る多 くの編 訳書 が あ り,日 本 医学 史

上,重 要 な役割 を残 して い る ことが知 られ て い る.

科学 史上 にお いて も,ポ ンペの貢献 は多 岐 にわ た る

もので,単 な る西 洋医 学 の導入 にと どま らず,シ ー

ボル トに端 を発 した長 崎で の医学 教 育が,ポ ンペの

頃 に は総 合的科 学 と して の医学教 育 と して展 開 した

もの と考 え られ,気 象学 ・測 器 ・観測 方法 な ど につ

いて も,最 新 の情報 が もた らされて いた もの と考 え

られ る.

観 測 の 記 録(図3: 1845年1月 ～1948年9月,

 1848年10月 ～1856年7月, 1857年11月 ～1858年

12月)は,そ れ ぞ れStamkart (1851), KNMI Year

book (1855, 1856), Pompe van Meerdervoort

 (1859a, b)(図4)と して 出版,公 表 さ れ て い る.

観 測要 素 は, IIの1の ブ ロ ンホ ッフ/シ ーボル ト

デー タよ り多 岐 にわ た り,気 温 ・気圧 ・湿 度 ・降水

量 ・風 向風 速 ・雲 量 で あ る.観 測 時 間 は6:00, 9:

00, 15:30, 22:00 L. T. (気圧 と雲 量 の み)と 記 載

され て い る. 1845年1月 ～1848年9月 の デ ー タ に

関 して は,気 温 ・気 圧 ・湿度 ・降 水 量 ・雲量 は10

日間平 均 値 のみ の記 録 で あ る. 1849年10月 ～1851

年9月 の間 は, 15:30 L. T.で はな く15:00 L. T.に

観測 が行 わ れて い る. 1849年10月 ～1855年9月 に

は,毎 日の時 別気温 ・気 圧 ・湿度 ・風 向風 速 ・雲量

の記録 が あ る. 1855年11月 ～1856年7月 は,気 温
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図3　 出島デー ダ

Fig. 3 Dejima data

と気 圧 の月平 均 値 のみ とな って い る.

Stamkart (1851)に よ る と,温 度 計 ・気 圧 計 は

建 物 の北 側 外 壁1mの 所 に 設 置 さ れ て い た.し か

し明確 な観測 内容 は現 在 の と1ころ,オ リジナル の記

述 か ら得 られ て い な い.ま た, Pompe van Meer

dervoort (1859b)で は,気 温 は風通 しの良 い三 つ

の異 な った部 屋 にそ れぞれ 設置 した三 つ の温度 計 の

平 均値 で あ る と報 告 されて い る.ポ ンペに よ る観測

開始 時 に,温 度計 が屋外 か ら屋 内 に移 された よ うで

あ るが,実 際 に測器 が屋 内 に移 され た 日や常時三 つ,

の温度 計 の平均 値 が記録 されて いた か ど うか な どの

明 確 な観測 内容 の情 報 は,オ リジナ ルの記述 か らは

得 られて いな い.

また,温 度 計 の氷点 によ る検 定 が降雪 時 に2度 行

われ た記 述 が あ る. 1回 目 は, 1848年1月17日 で

温 度 計 の値 は正 し い こ とが 証 明 さ れ(Stamkart

 1851), 2回 目 の1852年2月4日 の検 定 で は, 0.8

℃ 高 く表 示 さ れ る こ と が 明 らか と な り(KNMI

 Yearbook 1856),そ の差 は原 簿 の観 測 値 へ反 映 さ

れ て い る(KNMI Yearbook 1855, 1856).

気 圧計 は水 銀柱 製 で,観 測初 期 はオ ランダの シー

ボル トか ら送 られ た ものが使 用 され(KNMI Year

book 1855),そ の後1848年10月 ～1851年10月 の

間,同 タ イ プ の ヘ ベ ル バ ロ メ-タ-HEVEL Ba-
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図4　 出島文書 データ

Fig. 4 Dejima document data

rometerが 使 用 され て い た(Stamkart 1851).こ

の期間,気 圧計 の不 調の ため最高 値 と最低 値 のみが

記 録 され て い る.そ して再 び1851年 以 降 は,最 初

の気圧 計 が使 用 され,検 定 も行 わ れ て いる(KNMI

 Yearbook 1856; Pompe van Meerdervoort 1859a,

 b).当 時,公 開 され る気圧 デ-タ に は気 温 補 正 は

行 うが,重 力補 正 は行 わな い ことが一 般的 で あ った

(Onnen 1844).よ って,出 版 され た観 測 記録 は気

温補 正 が施 さ れて い る もの と し,そ れ以 外 のオ リジ

ナル の原 簿 か ら読 み取 った気圧 デー タに は,気 温 補

正が 必要 で あ る と考 え られ る.

降水量は常時観測されていたが,公 表されている

記録 は1852年 以 降の もので あ る.そ の理 由 と して,

 Dejima Documents (1853)に よ る と,雨 量 計 の

不調 が挙 げ られて い る.ま た,ポ ンペ によ る降水 塁

の記 載 は,月 初 めか らの積算 値 ま たは ひ と雨 の積 算

値 を,日 ごとに報告 した もので あ る.こ の 場合,日

別 降水 量 の算 出 はたや す いが,こ の事 実 に気付 か な

か った場合,記 録 中 には非現 実 的 な 日降水 量 の値 が

数 多 く存在 す る こ とにな る.

最 後 の観 測 者 で あ る ポ ンペ は1862年 まで 日本 に

滞 在 し,観 測 も行 って いた ことが明 らか とな って い

る(Geerts 1875).1858年 以 降 の観 測 記 録 の 探 索

を,日 本 ・オ ラ ンダ ・イ ン ドネ シアの関係 各所 で行
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ったが,さ らな る観 測記 録 の発見 には至 って いな い.

も し,ポ ンペが観測 記録 を祖 国 のオ ランダ に持 ち帰

ろ う と して いた な らば,そ の帰国 途 中に起 こった船

の座 礁 に よ って紛失 した こ とも考 え られ る.ま た,

ポ ンペ は1861年 に,長 崎 病 院(IIの4参 照)を 設

立 して お り, 1861年 以 降 は そ こで 観測 を行 って い

た こ と も考 え られ るが, IIの4の 観 測 記 録 も1871

年 以 降 であ り,そ れ以前 の記 録 は含 まれ て いな い.

今 後 も,筆 者 ら研究 グル ープ は,こ の期間 の観 測記

録 の情 報収 集 と,探 索 を続 け る予 定 であ る.

3. 1852～1853出 島 文 書 デ-タ(Dejima Docu

ments data)

この 記 録 は, KNMIに よ って 出版 され た 前 出 の

出 島デ ー タの欠測 してい る部分 で あ る(図4参 照).

この記 録 は,最 近 にな って,オ ラ ンダの ロ ッテル ダ

ム港近 くで発 見 され た.こ れ らは,手 書 きの ま まの

記 録 で,観 測要 素 は前 出の 出島 デ ータ と同様 で,降

水量 も含 んで い る.気 圧 デ ー タは気温補 正 され て い

ない.し か しなが ら,付 着 温度 計 の値 が報告 されて

い るため,気 温補 正 は可能 で あ る.観 測 者 は,バ ッ

スルで あ った.

4. 1871～1878長 崎 病 院 デ ー タ(Nagasaki Hospi

tal data)

Nagasaki Hospital (長 崎 病 院)は, 1861年9月

20日 に,出 島 か ら 南 東 に 約500m離 れ た 丘 の 上

(現 長 崎 市 立 佐 古 小 学 校,標 高37m)に,医 師 で あ

る ポ ンペ に よ っ て 設 立 さ れ た(Pompe van Meer

dervoort 1868).そ の 後,ポ ン ペ は1862年11月

に 日本 を 離 れ る.そ れ 以 後, 1871年 ま で 観 測 は 行

わ れ て い な か っ た と 思 わ れ る.そ して, 1871年11

月 に 薬 剤 師 で あ る ゲ-ル ツA. J. C. Geertsに よ っ

て 観 測 が 再 開 され,次 に1874年11月 か ら医 師 の フ

ァ ン ・ レ-ウ-エ ン ・フ ァ ン ・ダ ウ フ ェ ン ボ-デ

W. K. M. van Leeuwen van Duivenbodeが 引 き

継いでいる.ゲ-ル ツは日本での薬品検査機関の設

置を政府に具申するなど,薬 品の検査をはじめとし

て,京 都および横浜試薬場の設立に参加し,日 本初

の薬局方の制定に尽 くした人物である.ま た京都舎

密局における彼の化学教育 ・研究は,温 泉水の分析

や日本産鉱物の分析などにわたり,日 本薬学史 ・化

学史上での貢献も大きい.ゲ ールツらの気象観測は,

オランダによる海外での科学的調査研究活動のネッ

トワークに位置付けられるものと考えられる.

1871年11月 ～1877年12月 ま で の1日3回 毎 日

の 観 測 記 録(図5)は, KNMI Yearbook (1875 ,

 1876, 1877)に よ り報 告 されて い る. 1878年 の記 録

は,月 平 均 気 温 と 気 圧 の 値 の み がKNMI Year

book (1878)に 記 載 され て い る.

さ らに, 1879～1880年 の 気 温 ・気 圧 の積 算 月 平

均 値 と1881・1882年 そ れ ぞれ の 月平 均 値 も記 録 さ

れ て い る が(KNMI Yearbook 1880), 1878年7

月か ら観測 を始 めて い る長 崎海洋 気象 台 の デ-タ と

比 較 す る と,全 く同 じ数 値 とな るた め,長 崎病 院 デ

ー タの1879年 以 降 の記 録 は
,長 崎海 洋 気 象 台 の そ

の ものの値 で あ る可 能性 も考 え られ る.よ って,長

崎 病 院 で の 観 測 は,フ ァ ン ・レー ウ ー エ ン ・フ ァ

ン ・ダ ウ フ ェ ンボ ー デ が 日本 を 発 った と さ れ る

1878年12月 頃 に打 ち切 られ た と推 察で きる.

1873年1月1日 の 気 圧 デ ー タ に,約4.5hPaの

異 常 な 低 下 が み られ,そ の傾 向 は1874年10月31

日 ま で 続 い て い る.そ し て, 1874年11月1日

(KNMI Yearbook 1876)か ら再 び以前 の レベ ル に

戻 って いる.月 平均 値 の場合 も同様 な傾 向が認 め ら

れ, 1年10カ 月 間 も傾 向 が継 続 して い た た め,人

為 的 な影響 が あ った と思 わ れ る.ま た,約4.5hPa

とい う値 は,デ-タ の観 測地点 で あ る長 崎病 院 の高

度補 正値 分 とほぼ等 し く,こ の不連 続 の原因 は,明

らか に観 測 者 ま た はKNMIが 高 度 補 正 の適 用 を怠

ったた めで あ る と推測 で き る.
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図5　 長崎病院 データ

Fig. 5 Nagasaki Hospital data

5. 1871～1874長 崎 灯 台 デ ー タ(Nagasaki Light

house dada)

1860年 代 後 半 か ら日本 沿岸 に15の 灯 台が建 設 さ

れ た.そ の うち の一 つ がNagasaki Lighthouseで,

長 崎市 の 中心 部 か ら西 南 西 に10kmほ ど離 れ た伊

主 島 に 位 置 して い た.観 測 記 録 中 の 要 素 は,気 圧

(イ ング リッシ ュィ ンチ ・10進 法 ・温度 補 正済 ・海

面 更正 済 ・重 力補 正未)と 気 温,降 水 量 で,観 測 時

刻 は,9:00お よ び21:00 L. T.で あ る.観 測 高 度 は

59.4mで あ った.日 本各所15地 点 の灯 台 で観 測 さ

れた記 録 は,横 浜 の イギ リス人灯 台長 に集 め られ,

集計 され た.そ の後,テ ィザ ー ドTizardが1871～

1874年 分 の デ-タ を 解 析 し,出 版 し た(Tizard

 1876).そ の 中 で,彼 は気 圧 デ ー タに気 温補 正 ・海

面 更正 を行 って い る.し か し,前 述 の通 り観 測時 に

これ らの補 正 はす で に行 わ れて お り,テ ィザー ドは

二 重 に デ-タ 補 正 を行 った ことにな る.こ の事 実 に

関 して は,現 在 の長 崎海 洋気 象台 デ-タ との比 較 で

も検 証 済 み で あ る. Tizard (1876)で は1871～

1874年 の4年 間 の月平 均値 のみ が報告 され て い る.

この報告 の基 にな った 日 ・月 ごとの観測 デー タ はい

まだ所在 が わか って お らず,早 期発 見 が求 め られ る.

IIIま と め

気象庁による気象観測開始以前に,日 本で行われ

た気象観測の記録に関して,そ の所在と記録内容を

報告 した.観 測の行われた歴史的背景,測 器の精

度 ・観測スケジュール ・観測者の受けた教育などの
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諸条 件 の ため に,記 録 それぞ れ に気 象観 測 デ ータ と

しての質 的 な格差 が認 め られ た.

この よ うな 日本 にお ける非公 式 の観 測記 録 は長 崎

以 外 に も残 存 してい る ことが わか って いる.筆 者 ら

の共 同研究 グル ープ は,今 後 も各 地 で調査 と検証,

そ して デー タベー ス化 お よび補正 作業 を行 って い く.

本資 料 の よ うな非 公式 で はあ るが,あ る程 度体 系

立 った気 象 観測記 録 に よ って,よ り長期 にわた る気

候変 動 の定量 的 な把握 が可 能 に なる ほか,代 替 デー

タに よ る推定 結果 の検 証,将 来 予測 の精度 向上 に も

役 立 つ と考 え られ る.

今 回報 告 した 出島(長 崎)で の観測 記録 の気 温 ・

気 圧 に関 して は筆者 ら共 同研 究 グル ープが デ ー タベ

ー ス化 を完 了 して お り,一 般 に入 手可能 とな って い

る3).そ の他 の観 測要 素 に関 して も今後,デ ー タベ

ース と して整備 す る予 定 で あ る
.

なお,デ ー タベ ース化 の完了 した気温 ・気 圧 デ ー

タに関連 して,月 平均 値 レベ ルで のデ ー タの クオ リ

テ ィーチ ェ ック と補正 に関 す る議 論 ・デー タの一覧

に つ いて はKonnen et al. (in press)を,ま た今

回報 告 した観測 記録 の よ うに, 1日 数回 の 限 られ た

観 測 値 か ら,現 在 の1日24回 観 測値 に よ る 日平 均

気 温 を推 定 す る方法 に関 して はZaiki et al. (2002)

を参 照 された い.

(投稿 2002年2月7日)

(受理 2002年10月12日)

注

1) 本稿では,気 象庁管轄下で行われた観測データを公式,

それ以外のものを非公式 として,記 述する.

2) 「フンボル ト的科学Hunboldtian Science」 の概念 は,

スーザン ・キ ャノンによって定義 されたもので,科 学史

上,ア レクサ ンダー ・フォン・フンボル トのフィール ド

における科学研究のスタイルが,あ る時期以降の科学研

究に,範 型(パ ラダイム)と しての枠組を与えていたと

いうことを示 した歴史上の概念である.ト マス ・クーン

によって提示された 「ベーコニアン(ベ ーコン主義)科

学」や,ゲ ーテに代表 される 「ロマン主義科学」などと

いうさまざまなサブ ・パ ラダイムに並び 近代科学成立

期の一つのスタイルを定義付ける重要な概念である.気

候学 においては,フ ィール ド研究のフンボル ト的なスタ

イルや,ベ ーコン主義的な観測の数量化の問題 などが,

科学史上,さ まざまな角度から検討されている.

3) http://www.cru.uea.ac.uk/cru/data/nagasaki.htm
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 Universitat Bochum; Acta Sieboldiana III, Har
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Von Siebold, P. F. u. d. Von Siebold's Scientific Docu
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